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研究テーマ名：３Ｄ映像インタフェース，ヘッドマウントディスプレイ,

ウェアラブルコンピュータ，医用工学 
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高校生への一言：社会に役立つ研究、面白く興味の持てる研究に一緒に取り組みましょう！ 
 

大学での担当科目：電子回路学，画像工学，卒業研究 
 

大学院での担当科目：情報処理工学特論Ⅰ，特別演習（情報システム工学Ⅰ・Ⅱ），前期特別

研究，ゼミナール，後期特別研究 
 

所属学会：映像情報メディア学会（関西支部役職者），日本繊維機械学会（評議員），電子情報

通信学会，日本生体医工学会，システム制御情報学会，ロービジョン学会，OSA学会（査読委

員），SPIE学会 

１．研究概要 

（１）３Ｄ映像インタフェース 

３Ｄディスプレイと３Ｄカメラを組み合わせた、３Ｄ映像

インタフェースの研究を行っています。３Ｄカメラで撮影

した物体を，全周から見える３Ｄディスプレイに表示しま

す。さらに表示像に触れることができるのが特長です。 

（２）網膜投影型ヘッドマウントディスプレイ(HMD) 

網膜に直接映像を投影する方式の眼鏡型ディスプレイで、鮮明で

コントラストの高い映像を観察できます。携帯情報端末の表示装

置としてはもちろん、ロービジョン(低視力者)の視力補助にも応

用可能です。 

（３）ウェアラブルコンピュータと 

スマートテキスタイル 

衣服型の(コンピュータ＋センサ)システムを用い、

人間の能力補助や能力増強を目指しています。次

世代消防服、布でできたセンサ(圧力センサ)など

の研究を行っています。 

 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例 

「３Ｄディスプレイ －歴史から最先端技術まで－」（実績：高校

生講座，高校生の先端科学研修，出張講義），「ウェアラブルコン

ピュータ」，「網膜投影型ヘッドマウントディスプレイ」など。 

顔写真 
幅  ：35mm 
高さ：40mm 

３Ｄカメラと３Ｄ映像 

布圧力センサと表示例 
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